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	応用生態工学会 札幌＆新潟　連携企画 札幌ワイルドサーモンプロジェクト共催
	大熊 孝さん講演会
	川がつくった川、 　人がつくった川
	新版刊行記念
	2026　6　16　
	13:15～17:30　
	300名（先着順） 無料 札幌エルプラザ　3Fホール 札幌市中央区北8条西3丁目28 　　　　　(札幌駅北口徒歩1分）


	プログラム
	【司会進行：宇久村 三世（SWSP）】

	12：30～　　　　　 開場 13：15 ～13：30　　はじめに　趣旨説明
	13：30～14：20　   嬉しい水辺に浸れる日はいつか  　　　　　　　　　　　～新潟水辺の会40年の総括に向けて～ 14：20～15：30　  “川の定義”で肚を括る！ 　　　　　　　　　　　 ～「山川草木悉有仏性」で川と人との関係性を読み解く～ 15：30～15：45　   休憩
	15：45～16：05　   話題提供：札幌の川とサケと人　 16：05～17：30　  川の話をしよう！ 　
	　　　　　　　　　 おわりに
	（中村太士）
	（相楽治）
	（有賀望）
	（大熊孝、中村太士、相楽治、有賀望、泉典洋、河口洋一、関島恒夫、和田彰、      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場のみなさま）


	第１部　“川”の話を聞こう！
	（大熊孝）

	第２部　“川”の話をしよう！
	（卜部浩一：北海道立総合研究機構さけます・内水面水産試験場）

	講演者紹介
	大熊 孝（おおくま たかし）さん
	新潟大学名誉教授、NPO新潟水辺の会顧問、ビュー福島潟名誉館長、日本自然保護協会参与。  1942年台北生れ、引揚げ後高松・千葉で育つ。 東京大学大学院博士課程修了（工博）。専門は河川工学と土木史。自然と人の関係、川と人の関係を住民の立場を尊重しながら教育・研究し、国・県・市の各種委員会委員を務めた。
	2008年　新潟日報文化賞受賞
	2014年～2019年　新潟市潟環境研究所所長
	2020年　『洪水と水害をとらえなおす』（農文協）
	で毎日出版文化賞受賞
	2021年　土木学会功績賞・出版文化賞受賞
	2026年　『新版・川がつくった川、人がつくった川』（農文協）を出版

	中村　太士（北海道大学 名誉教授） 相楽　治   （NPO新潟水辺の会 顧問・三潟守トラストサブリーダー） 有賀　望   （札幌市豊平川さけ科学館 学芸員・札幌ワイルドサーモンプロジェクト共同代表） 泉　典洋   （北海道大学大学院 工学研究院 教授） 河口　洋一（新潟大学 佐渡自然共生科学センター里山領域 教授） 関島　恒夫（新潟大学農学部 教授） 和田　彰   （公益財団法人 リバーフロント研究所 客員研究員）
	【主催】一般社団法人 応用生態工学会普及連携委員会（札幌・新潟） 【共催】札幌ワイルドサーモンプロジェクト（SWSP）　【後援】一般社団法人 農山漁村文化協会


